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失業率にものぼる数字を記録した。下に掲げる表（ ? － ? ）は、年次的な失業率の推移を表したデー
タである。
表 1 　1981年から1993年までの失業率の推移
年 ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ????









































































































には????年 ? 月 ? 日に、国民議会での最終審議を最後に、憲法院に送られた。様々な諮問機関によ


















































































































































































国際公共政策研究3 第3巻第  号
国内で当時頻発したストライキや教会占拠事件、デモ行進などの実情を、旗振り役として伝え、世
論形成に影響を与えたと考えられる。
　つまり、政策決定過程に参加するアクターと、その政策決定過程の構造を説明するにあたり、政
府内政治モデルだけでは充分な説明ができず、コーエンの提唱する国内政治モデルと組み合わせる
ことによって、参加するアクターの多様性や、そのアクターに絡む利害の錯綜する過程や、法策定
までに時間がかかってしまう過程を説明できると考える。人権擁護・移民擁護に積極的に取り組む
ラングが、シュヴェヌマン法の内容を吟味し、「遺憾の意を表する」と評価したことは、単なる政
治家の発言としてではなく、いかにシュヴェヌマン法が折衷案の要素を強く含んでいたかを示す、
重要な証拠であると、筆者は考える。
おわりに
　本稿が分析対象としたのは、移民の大量流入と景気悪化に悩むフランスにおいて、世論や政治家
自身の問題意識が、特徴的に反映された移民法が誕生した策定過程である。
　??世紀半ば以降、フランスに住む移民は、文句も言わずに国内の経済を支えてくれる重要な働き
手として歓迎されていた。しかし、????年に始まる不況と、移民労働者による賃上げ抗争に始まる
労働争議が頻発した時期とが相俟って、不況の原因は移民にあるとの発言を行う、いわばポピュリ
スト的な政治家が出現し、極右政党や排外主義政策を採る政党を支持する世論が強まった。さらに、
長期にわたって政権を握ってきた右派政党所属の閣僚は、警察権限の強化によって取り締まる移民
抑圧政策を最優先させ、とうとうミッテラン大統領自身も、フランスの移民政策が限界に達したと
認める発言を行った。さらに、相次ぐ社会党の政治家たちの不祥事とも相俟って、求心力を失った
社会党は、????年まで、???に政治の実権を明け渡すことになった。
　????年 ? 月以降、シュヴェヌマン法が作成されていく過程において、当初はジョスパンのイニシ
アティブが発揮されていたものの、???や??による猛反対や、滞在の自由化を求める利益団体と
それに反発する世論、そして元老院と国民議会による審議を経るうち、シュヴェヌマン法は、ジョ
スパン首相の目指していた移民法とはかけ離れた内容となった。
　フランス法に関する既存の先行研究では、大統領の権力は国内政策か対外政策であるかを問わ
ず、絶大なものであり、他の政治的アクターは、あくまで大統領を補佐する添え物としての記述が
多いが、これに対して本論文では、コアビタシオンという特殊な状況においては、おもに大統領が
対外政策、そして首相が国内政策といった役割分担になることに着目した。そして、アリソン政府
内政治モデルと、コーエンの民主主義モデルを使用して、あらためて理論に依拠しながら策定過程
を分析しようとしたのが、本稿のねらいである。
　フランス政治を分析する際に、政府内政治モデルのみを分析枠組みに用いるのは、旧来の伝統的
なやり方ではあるものの、それだけでは充分な説得性を持たず、様々な政治アクターが参画するこ
シュヴェヌマン法（年フランス移民改定法）の形成過程 33
とを視野に入れた、民主政治モデルによる解釈も、常に検討する必要があることが明らかになった。
特に、フランス政治における、大統領の権限の広さと強さにのみ着目する、従来の研究には限界が
あるといえよう。
　現在では、??加盟国が、その発足時より大幅に増えたことにより、??発足前までは移民として
みなされていた人々が、??域内の外国人という枠組みに変化した例も存在し、きわめて「移民」
の概念そのものが複雑なものとなっている。さらに、人々の自由移動や、経済活動の自由化は、フ
ランスの、他の??加盟国との共同歩調、ならびに非??加盟国との外交関係にも密接にかかわるも
のとしての性質を帯び、今後のフランス国内政治及び対外政策を考え直すうえで、きわめて有効な
切り口を提供してくれるのではないだろうか。
